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研究成果の概要（和文）：1990年代以後激化した「デカセギ」により生じたトランスナショナルな移動という南米日系
人の新たな居住スタイルにより、移民言語としての日本語のあり方も変わりつつある。戦前移民を中心とするブラジル
ではすでに言語シフトが完了し、戦後移民を中心とするパラグアイでは日本語がまだ生活言語として維持されており、
来日後の地域社会における言語生活や日本人住民との関係性、日本語教育の必要性などの点でも両者が異なっているこ
とが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The new residence style, transnational immigration, of Latin-American Nikkei 
caused by "dekasegi" after the 1990s changes Japanese as the immigrant language. In Brazil centered on 
the pre-war immigrants language shift is already completed, whereas Japanese is still maintained in 
everyday life in Paraguay centered on the post-war immigrants. This study reveals that the difference of 
use of Japanese in each Nikkei community between Brazil and Paraguay reflects the difference between them 
in terms of their language life, the relationship with Japanese residents in the community and the need 
of Japanese education after the visit to Japan.
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１．研究開始当初の背景 
 
かつて多くの日本人が海外へ集団移住を
行ったが、とりわけ南米諸国には日本人移民
とその家族が多く暮らし、地域により一様で
はないが、生活言語として日本語が今でも使
用されている。日系社会における日本語は、
ホスト社会の言語との接触により変容しな
がらも、家庭内や日本語学校での日本語教育
を通じ、日系コミュニティ内の共通語として
維持され、移民社会のネットワークを保持す
る大きな役割を担ってきた。だが、日系人の
世代交代により日本語の衰退は確実に進ん
でおり、日系子弟への日本語教育のあり方も
変わらざるをえない状況にある。 
南米日系移民社会における日本語の役割
や日系子弟に対する日本語教育を行う意義
が問われる中、近年のアニメやマンガなど日
本のサブカルチャーを中心とする日本文化
への興味から、非日系人を中心として起こっ
た日本語への関心の高まりは、「継承語」か
ら「外国語」としての日本語教育へという大
きなパラダイムシフトの源流となり、日系社
会における日本語教育が目指すべき新たな
方向性の一つとして位置付けられることと
なった。 
一方、1990年代以降激化した「デカセギ」
による南米日系人の日本への還流現象と、長
引く経済不況による日本への長期滞在化・定
住化、そして、南米と日本を行き交う南米日
系人のトランスナショナルな移動を伴う居
住形態は、日本との関係性に変化をもたらす
とともに、日系社会における日本語の位置づ
けや日本語教育のあり方にも新たな視座を
与えつつある。デカセギによる日本との新た
な関係性の構築と「日本の日本語」との接触
は、日系人の日本語能力の維持・向上を助け
るだけでなく、移民言語としての日本語に新
たな言語変化・言語変容をもたらしている。
そして、南米日系コミュニティ内の共通語で
ある日本語は、日本とのネットワーク形成・
保持を行うための言語ツールという新たな
役割をも担うようになってきていると考え
られるが、その実態はまだ明らかにされてい
ない。 
 
２．研究の目的 

 
本研究のテーマは「南米日系人のトランス
ナショナルな移動と移民言語としての日本
語の維持・変容」である。南米日系移民社会
における日本語のあり方と日系子弟に対す
る日本語教育は、「デカセギ」による日本へ
の還流現象、すなわち南米日系人のトランス
ナショナルな移動により新たな局面を迎え
ている。 
南米と日本を行き交う南米日系人の居住
形態が、移民言語としての日本語の維持・変
容にどのように関わり影響を与えているの
かについて、ブラジルとパラグアイを取り上

げ実態調査を行い、南米日系移民社会におけ
る日本語教育のあり方について考えたい。 
 
３．研究の方法 
 
(1)文献調査 
南米日系社会における移民言語としての
日本語の維持・変容に関わる歴史的・社会的
要因を探る手がかりとして、以下の観点から
資料収集を行い、日系社会における日本語と
日本語教育の位置付けを明らかにする。 
１．日本人の集団移住に関する歴史的経緯
に関する文献資料 
２．日系社会に関して記した種々の統計資    
 料 
３．日系社会における日本語教育に関する
資料 

（2）フィールド調査 
移民言語としての日本語の維持・変容の実
態とそれに関わる言語環境を明らかにする
ために、以下の観点から資料収集を行う。 
１．トランスナショナルな移動の実態 
２．言語生活の実態 
 以上の調査に関しては、南米日系移民社会
の中でも特徴を異にするブラジルとパラグ
アイを比較対照しながら行う。 
 
４．研究成果 
 
南米日系人のトランスナショナルな移動
という 1990 年代以後の「デカセギ」による
日本への還流現象により生じた新たな居住
スタイルは、南米日系移民社会における移民
言語としての日本語のあり方や日系子弟へ
の日本語教育にも変化を及ぼしている。だが、
同じ南米日系移民社会であってもその状況
は国や地域により異なる。 
戦前移民を中心とし移住の歴史が古く、日
系人口が多く地理的にも拡散しているブラ
ジル日系社会では日本語からポルトガル語
への言語シフトが完了し移民言語としての
日本語の維持が難しい一方で、戦後移住者を
中心に形成され移住の歴史が比較的新しく、
日系人口もそれほど多くなく地理的にもあ
まり拡散していないパラグアイ日系社会で
は、スペイン語への言語シフトが進行しつつ
あるものの日本語がまだ生活言語として維
持されている。 
とりわけ 1980 年代以後、南米と日本との
人的交流や日本語教育支援が盛んになった
が、移民言語としての日本語が維持されてい
るパラグアイでは「日本の日本語」との接触
により、日系社会における日本語に大きな変
容をもたらしたが、すでにポルトガル語への
言語シフトが完了しているブラジルでは、日
本語の維持・継承にそれほど大きな効果はも
たらされなかった。 
このような2つの日系コミュニティにおけ
る日本語のあり方の違いは日系子弟への日
本語教育のあり方の違いをもたらすととも



に、デカセギ還流現象に伴い来日した後も、
日本の地域社会における言語生活や日本人
住民との関係性、日本語教育の必要性などの
点でも異なっていることが明らかとなった。 
すでに日常生活レベルでの日本語能力を
維持している日系パラグアイ人は、パラグア
イ人同士のネットワークも大切にしながら
日本人住民とも円滑な地域生活を営み、来日
後の日本語教育もさほど必要としない傾向
にあるが、日系ブラジル人は来日後に十分な
日本語能力を身に付けず、地域住民とも接触
が少ないため日本語を日常生活で使用する
こともなくブラジル人同士で集住する傾向
にある。 
このような日本語能力が十分でない外国
人を地域住民としてどのように受け入れて
いくのか、その一つの試みとして、研究代表
者が暮らす岡山県内で最もブラジル人比率
の高い総社市において、ブラジル人を対象に
言語生活および日本語学習支援調査を行い、
その結果を踏まえ、地域日本語教育を市の施
策として位置付け、行政システムの一環とし
て機能させる仕組み作りを行った。 
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